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開  会   午前１０時００分 

○委員長（山内実貴子） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席委員は１１名でございます。定足数に達しておりますので、決算特別

委員会を開きます。 

  既に決算関係６議案全て個別審査並びに現地審査を終了しておりますので、日程第１、

総括審議に入りたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） 異議なしと認めます。 

  直ちに平成２７年度決算関係の付託６議案に対する総括質疑を行います。 

  通告者は挙手をお願いします。今西委員。 

○委員（今西久美子） それでは、改めましておはようございます。 

  私のほうからは、２点総括質疑ということでお伺いをいたします。 

  １点目は災害に強いまちづくりについてであります。 

  今後３０年以内の発生確率が東南海地震で７０から８０％、南海地震で６０％、東海

地震で８８％とされております。最悪のケースでは死者３２万３，０００人と言われて

おりますけれども、各種の対策を徹底することにより、６万１，０００人に抑えること

ができると、こういう試算もございます。 

  避難や耐震化は鍵となります。建物倒壊による死者は、耐震化率を１００％に引き上

げ、家具の転倒、落下対策をとれば８万２，０００人から１万５，０００人に、また、

火災の死者も初期消火の徹底や、電熱器具の出火を防止するブレーカーの普及で１万人

から３００人に激減すると、こういうふうに試算もされております。 

  さらに、地震だけでなく、もう皆さんご承知のように、台風やゲリラ豪雨などによる

大変大きな金被害が各地で毎年のように起きております。地球温暖化の影響か、最近の

台風は非常に大型化し猛烈な暴風雨を伴い、各地で大きな被害を出しているということ

は、皆さんご承知のとおりかと思います。 

  先日の台風１０号は、統計開始以来初めて東北の太平洋側に上陸し、これも大きな被

害を出しました。これまでにないような台風の進路、それも非常に大きな話題となりま

した。被害の発生を前提にそれをできるだけ尐なくする減災が大変重視をされてきてお

ります。もし大規模災害ということになれば、近隣市町からの支援も期待できない中、

宇治田原町としての着実な取り組みの積み重ねが最悪の事態を避けるためには不可欠で

あると考えます。さまざまな災害に対し、考えられる減災対策を一つ一つ確実に実施し、
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災害に強いまちにしていくよう求めますが、町長のお考えをお聞きいたします。 

○町長（西谷信夫） 改めましておはようございます。 

  ただいま今西委員のほうから災害に強いまちづくりについてご質問がございました。 

  内閣府が発表しております資料によりますと、今後３０年以内の地震の発生確率は、

先ほど委員がご指摘のとおりでございます。 

  近年、今までに経験したことのないような大規模災害が全国各地で発生する中、いつ

どこで大規模災害が起きるかわからないのが現状でございます。本町では、住民の安

心・安全を第一に、防災・減災対策に取り組んでいるところであり、災害が発生した場

合、迅速な避難が命運を分けると言っても過言ではないと思っておるところでございま

す。 

  そこで、避難所につきましては、平成２７年度の地域防災計画の見直しに合わせ、新

たに京都やましろ農業協同組合宇治田原支店を指定緊急避難場所、指定避難所に指定し、

また、福祉避難所につきましてはサンビレッジ宇治田原とグルホームくるみの家を新た

に追加させていただいたところでございます。 

  避難訓練につきましても、町内各自主防災会におけます訓練支援、また、町の総合防

災訓練等を実施しており、有事の際、迅速に対応できるよう、今後も訓練を積み重ねて

まいりたいと考えておるところでございます。 

  また、大規模災害が発生した際には、相互応援は大変重要と考えており、昨年５月に

は岐阜県池田町、本年８月には滋賀県甲賀市と災害時相互応援協定を締結したところで

ございます。 

  また、耐震化につきましては、旧耐震基準の木造住宅を中心に耐震診断を進めるため、

広報紙や回覧、また総合防災訓練など、機会あるごとに周知を図っており、家具の転倒

防止についても、既に配付している地震ハザードマップなどで周知を行っておるところ

でございます。 

  また、建物からの出火、火災を防ぐための感震ブレーカーの設置補助につきましては、

先進自治体の事例を参考に調査してまいりたいと考えておるところでございます。 

  また、情報伝達システム整備基本構想を策定し、防災情報伝達の一環としてＩＰ告知

システムを平成２８年度には各小中学校等に整備するとともに、さらに今後も検討を図

っていくこととしているところでございます。 

  こうした取り組みを通じまして、今後につきましても、災害の予防のみならず、災害

が発生した際に被害を最小限に食いとめることを基本に、災害時における対応が円滑に
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行えますよう常に防災関係機関との連携を密にし、しっかりと防災、減災対策に取り組

んでいきたいと考えておりますので、ご理解たまわりますようお願い申し上げます。以

上でございます。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西久美子） 今、町長のほうからご答弁をいただきましたけれども、耐震化率

引き上げのために広報をしているということでしたけれども、平成２７年度の決算にお

きまして、住宅の耐震診断、改修ともに実績としてはゼロでありました。家具の転倒落

下対策についても周知はしているということですけれども、まだまだできていないご家

庭等もございます。特に高齢者や小さい子どもさんのいるお宅などにはもっと積極的に

働きかけるべきだというふうに思います。 

  この間、先ほども言いましたように、本当に全国でさまざまな災害が起きています。

町長もいつどこで起きるかわからない、こういう認識も示していただきましたけれども、

とにかく住民の皆さんの命を守るために、行政として本当にどうすればいいのかを徹底

して追求をしていただきたいと思います。 

  先日、断水の事故がございました。住民の皆さんが最も不安に思ったのは、やはり情

報がないということでありました。また、あの程度の事故でこれだけ混乱すると、行政

も含めてということで、本当にもし大きな災害があったときに、宇治田原は本当に大丈

夫かという不安の声が住民の皆さんの共通の思いとして出されたと思います。町長がお

っしゃいます安全・安心を第１にとおっしゃいますけれども、ほど遠いような状況が浮

き彫りになったんではないかなというふうに思います。 

  災害時に住民への情報をどう伝えるか、個別審査の中では、今もありましたけれども

ＩＰ告知システムを小中学校には整備したと。住民への戸別の対応はこれからやと、

２年後に検討すると、こういうようなご答弁でしたけれども、私、これについては本当

に、断水事故のことを教訓に一日も早く整備をしていただきたいと思うんですが、その

ことについて再度お答えをお願いしたいと思います。 

○委員長（山内実貴子） 町長。 

○町長（西谷信夫） まず、耐震化率また家具の転倒等の防止につきまして、なかなか住

民の皆さんが発生したらどうなるかというとこら辺の意識の向上もやっぱり大切であろ

うかというふうに思います。そういった中で、今後もしっかりと防災・減災対策の一環

として、そういう部分の住民さんの意識づけに鋭意取り組んでまいりたいというふうに

思っておるとこどころでございます。 
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  また、断水事故につきましては、本当に多くの住民の方に、また企業さんにもご迷惑

をおかけしたことは、大変おわびを申し上げているところでございますけれども、そう

いったことを教訓といたしまして、今後、有事の際の対応につきましても、しっかり体

制を整えてまいりたいというふうに思っております。 

  住民それぞれにどういう形で知らせるんやということ、本当にそれは大変難しいこと

でございますけれども、ＩＰ告知システム、まずはというところで、今後、やっぱり個

人個人がどういう情報をつかんでいっていただけるかというのも今後も十分検討してま

いりたいというふうに思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。以上でござ

います。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西久美子） 十分検討するということですけれども、検討はしていただいたら

いいですけれども、やっぱり近々の課題というふうにおっしゃってきたんやから、近々

の課題が２年後から検討というのは、私はちょっとどうしても納得ができないので、そ

のことについては引き続きお願いもしていきたいと思いますけれども、地域防災計画も

改定もしていただきました。それに基づいて、減災対策、しっかりと取り組んでいただ

きますように、これについては強く要望をしておきたいと思います。 

  次に、思い切った子育て支援の充実についてお伺いをいたします。 

  宇治田原町は、２０４０年に人口１万人を掲げておられます。子育て世代をしっかり

と応援して、定住、移住を促進することからも、私は本当に思い切った支援が必要であ

ると考えております。 

  昨日の自由討議においても、いろいろとお話がございました。町幹部の方もお聞きい

ただいたと思いますけれども、給食費など義務教育に係る費用を自治体が負担するとい

う動きが全国的に広がっております。例えば、山梨県の早川町、京都府の伊根町、福島

県の金山町、奈良県の黒滝村などは完全無償化を掲げておられます。これらの町村では、

対象なる小中学生はいずれも１００人に満たないということで、過疎化を防ぐというこ

とで取り組まれておるわけですけれども、滋賀県の長浜市、ここは市民全体で子どもの

成長を支えようということで、ことしの２学期から小学校の給食を無償化されました。

対象人数は約６，０００人、規模の大きなところでも無償化の動きが出始めております。

さらには、国においても無償化の議論が始まっているという話も昨日もございました。 

  さらに、宇治田原にはご承知のように高校がございません。鉄道もないために、高校

生はやむなくバス通学となるわけですけれども、そのバス代が非常に高い、保護者の負
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担は非常に大きいということも十分ご承知をいただいているかと思います。だからこそ

補助をしていただいているんやと思うんですけれども、町としては、せっかく中学生ま

で保育料や医療費などを公費で負担して大事に育てておいて、支援をしてきて、子ども

が高校生になったら引っ越してしまうと、本当にこれでは意味がないというふうに思い

ます。学校給食費や教材費、また高校生の通学費などの補助を充実して、手厚い支援で

子育て世代の流出を食いとめ、新住民を呼び込む、子育てするなら宇治田原でと言われ

るような思い切った施策、支援策を求めますがいかがでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 町長。 

○町長（西谷信夫） 思い切った子育て支援の充実についてということでございます。 

  義務教育に係る費用軽減につきましては、議員ご指摘のとおり、全国的に取り組みが

行われておる市町村が複数ございます。 

  例示いただきました給食費につきましては、京都府内で実施しているのは伊根町とい

うことでございますが、本町は給食を提供するに当たりまして、保護者の皆様にご負担

をいただいておるその金額は平成２７年度で４，０００万となっております。既に実施

しております子育て支援医療の平成２７年度の決算額が２，９００万であるということ

を鑑みますと、全額町単費で軽減を行うことは行政負担が大変大きくなるものと思いま

すし、また、義務教育に係る経費全般を無償化にするためには、行政負担が非常に大き

くなると言わざるを得ない状況でございます。しかしながら、私、いつも申し上げます

けれども、子どもは本町の未来を担う宝であり、また、まち・ひと・しごと創生総合戦

略に位置づけております人口１万人のまちを目指すとの方針を踏まえ、効果の大きなも

のに重点配分し、町独自の子育て支援、また、本町に人を呼び寄せる施策を講じる必要

は認識しておりまして、関係部署による具体策等の実施に向けて、検討を早期に指示し、

取り組んでまいりたいというふうに考えておりますので、ご理解賜りますよう、お願い

申し上げます。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西久美子） もう一つ、他自治体の例を出しますけれども、兵庫県の明石市は、

子どもを核にしたまちづくりを掲げておられまして、関西圏で唯一人口がＶ字回復をし

ておられます。この９月からは、第２子以降の保育料を７億円かけて完全無料化をされ

ました。明石市長は次のようにおっしゃっております。子どもに係るコストを誰が負担

すべきか、子は親の持ち物と考えれば親の責任だが、そうではない。明石の子は社会全

体で育て、コストは社会が負担をする。欧州では主流の考え方だと。 
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  町長もいつも子どもは宇治田原の宝だというふうにおっしゃっておりますので、同じ

ような趣旨であるかと思うんですけれども、明石市の特長は対象者を限定しないユニー

バーサルな施策となっております。きのうの自由討議でもございましたけれども、先ほ

どの第２子以降の保育料については所得に関係なく一律無料となっております。 

  財源については全額補助は行政負担が非常に大きくなるというようなご答弁が今あり

ましたけれども、明石市の市長さんは、要は優先順位の問題だと。明石市は子どもを後

回しにしない。例えば、第２子以降の保育料は７億円係るけれども、まず最初に確保を

し、残りでほかの予算を編成するというふうにもおっしゃっております。 

  これらの施策の効果もあり、２０代から３０代の子育て世代の転入が大変目立ってい

るということも報道されておりました。 

  また、人がふえれば住民税や固定資産税の収入がふえる、税収アップで住民サービス

をさらに拡充することができる。そういう好循環をつくり出していきたいと、特別なこ

とではないと、全国どこの自治体でもできる、首長が本気かどうかが問われている、こ

のようにもおっしゃっておられました。 

  町が人口１万人にするというふうに考えるならば、やはりほかの町に先駆けて思い切

った施策を打つべきであります。マスメディアにも取り上げられ、注目されれば、また

移住も期待ができるのではないでしょうか。 

  私はここで、本当に西谷町長の本気度が問われていると思います。検討指示をすると

いうことですけれども、その部分については、西谷町長のご決意をぜひともお伺いを改

めてお伺いをしたいと思います。 

○委員長（山内実貴子） 町長。 

○町長（西谷信夫） 尐子化対策、また人口減尐対策にこれからも鋭意取り組んでいかな

ければならないというところでございますけれども、教材費や就学援助、また給食費、

また修学旅行費、また育児用品の助成や保育料、また医療費、また通学費等々、出産か

ら高校生までのどの部分が一番効果的か、これをやっぱりしっかり見きわめていかなけ

ればならないというふうに思っております。 

  子育て部分、また教育部分の中で、定住、移住を促進するために、きのうも自由討議

の中でもご意見がありましたように、本町は鉄道がない、せやけれども、こういうこと

に取り組んでいるんだという、そういうまちの魅力が発信できるように、今後も鋭意取

り組んでまいりますので、よろしくお願い申し上げます。以上でございます。 

○委員（今西久美子） 終わります。 



２５７ 

○委員長（山内実貴子） これで総括審議を終わります。 

  昨日実施いたしました自由討議におきまして、決定いたしました議案第４５号、平成

２７年度宇治田原町一般会計歳入歳出決算認定のうち、高校生通学費補助金についての

附帯意見をお手元に配付しておりますとおり作成いたしました。つきましては、決算特

別委員会委員長名をもって、委員会報告書に附帯意見をつけて議長宛てに提出いたしま

す。 

  附帯意見の内容といたしましては、宇治田原町まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲

げる人口減尐対策の一環としての定住・移住施策及び子育て施策のさらなる充実、強化

は、本町の喫緊の課題である、このため、総合戦略に掲げる子育ての負担軽減に関する

支援の充実を図る取り組みとして、高校生通学費補助金については、保護者の経済的負

担を実質１００％軽減する制度とするため、補助率を１０分の１０に引き上げるなど、

速やかに見直し検討を行うこととしております。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） 異議なしと認めます。 

  引き続き、日程順に討論、採決に入りたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） 異議なしと認めます。よって日程順に討論、採決を行います。 

  日程第２、議案第４５号、平成２７年度宇治田原町一般会計歳入歳出決算認定につい

て討論を行います。 

  直ちに討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） 討論なしと認めます。 

  直ちに採決に入りたいと思います。原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○委員長（山内実貴子） 挙手多数。よって議案第４５号、平成２７年度宇治田原町一般

会計歳入歳出決算認定については、原案どおり認定すべきものといたします。 

  なお、先ほど申し上げました附帯意見を付して決算特別委員会の委員長報告といたし

ます。 

  日程第３、議案第４６号、平成２７年度宇治田原町国民健康保険特別会計（事業勘

定）歳入歳出決算認定について討論を行います。 

  直ちに討論に入ります。討論ございませんか。 



２５８ 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） 討論なしと認めます。 

  直ちに採決に入りたいと思います。原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○委員長（山内実貴子） 挙手全員。よって議案第４６号、平成２７年度宇治田原町国民

健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算認定については、原案どおり認定すべきも

のといたします。 

  日程第４、議案第４７号、平成２７年度宇治田原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定について討論を行います。 

  直ちに討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） 討論なしと認めます。 

  直ちに採決に入りたいと思います。原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○委員長（山内実貴子） 挙手多数。よって議案第４７号、平成２７年度宇治田原町後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定については、原案どおり認定すべきものといたし

ます。 

  日程第５、議案第４８号、平成２７年度宇治田原町介護保険特別会計歳入歳出決算認

定について討論を行います。 

  直ちに討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） 討論なしと認めます。 

  直ちに採決に入りたいと思います。原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○委員長（山内実貴子） 挙手多数。よって議案第４８号、平成２７年度宇治田原町介護

保険特別会計歳入歳出決算認定については、原案どおり認定すべきものといたします。 

  日程第６、議案第４９号、平成２７年度宇治田原町公共下水道事業特別会計歳入歳出

決算認定について討論を行います。 

  直ちに討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） 討論なしと認めます。 



２５９ 

  直ちに採決に入りたいと思います。原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○委員長（山内実貴子） 挙手全員。よって議案第４９号、平成２７年度宇治田原町公共

下水道事業特別会計歳入歳出決算認定については原案どおり認定すべきものといたしま

す。 

  日程第７、議案第５０号、平成２７年度宇治田原町水道事業会計決算認定についての

討論を行います。 

  直ちに討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） 討論なしと認めます。 

  直ちに採決に入りたいと思います。原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○委員長（山内実貴子） 挙手全員。よって議案第５０号、平成２７年度宇治田原町水道

事業会計決算認定については原案どおり認定すべきものといたします。 

  以上で、今回、決算特別委員会に付託された６議案の審査を全て終了いたしました。 

  この審査の結果につきましては、決算特別委員会委員長名をもって委員会報告書を議

長宛てに提出いたします。 

  なお、議案第４５号、平成２７年度宇治田原町一般会計歳入歳出決算認定については、

意見を付して認定しておりますことから、当局におかれましては、附帯意見を尊重し、

喫緊の課題である定住・移住施策、子育て施策のさらなる充実・強化を図るため、高校

生通学費補助金について速やかに見直し検討されることを強く求めておきます。 

  ９月２１日から本日まで４日間にわたり、委員各位の慎重な審査を賜りありがとうご

ざいました。 

  本日をもって決算特別委員会を閉会することにいたします。どうもご苦労さまでござ

いました。 

閉  会   午前１０時２８分 

○委員長（山内実貴子） ここで町長より発言を求められておりますので、これを許しま

す。 

  町長。 

○町長（西谷信夫） それでは、決算特別委員会閉会に当たりまして、一言お礼を申し上

げます。 



２６０ 

  議員の皆様におかれまして、公私大変ご多用のところ、決算特別委員会にご出席を賜

りまして、まことにありがとうございました。また、本委員会は９月２１日から４日間

にわたりまして、各部門別の審査、現地審査、自由討議、そして総括質疑と、連日にわ

たりまして慎重なご審議をいただきました。そうした中、平成２７年度、一般会計決算

をはじめ６議案につきまして、全て原案どおりご承認を賜り、まことにありがとうござ

いました。 

  また、審査中におきまして、各委員の皆様方からいただきましたご意見、また本日の

附帯意見につきましても、今後、町政運営に生かしてまいりたいというふうに考えてお

りますので、どうか今後ともご指導賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

  また、後になりましたが、本委員会を円滑に運営していただきました山内委員長様、

また、奥村副委員長様におかれましては、心から厚く感謝を申し上げまして、はなはだ

簡単でございますけれども、閉会に当たりましてのご挨拶とさせていただきます。 

  長時間どうも皆さんご苦労さまでした。ありがとうございました。 
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